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１．	 連立与党は、昨日行われた第 24 回参議院議員通常選挙で改選議席の過半

数を獲得し、参議院の議席数を伸ばした。盤石な政治基盤という政治的資

本（ポリティカル・キャピタル）を経済成長や税・社会保障の一体的な再

改革といった困難な課題に集中投下するべきである。	

	

２．	 アベノミクスについては、金融緩和の効果は限界に近づき、財政出動の

余地も極めて限られる中で、民間の活力を引き出す成長戦略を強化すべき

である。今こそ、規制改革と構造改革を加速し、成長と分配の好循環をつ

くり出していただきたい。	

	

３．	 衆参両院で改憲勢力が定数の 2/3 を超えたことは、戦後政治の転換点で

ある。しかし、改憲勢力の各政党が様々な意見を持っていることから、憲

法調査会で発議項目が早期に決定するとは考えにくい。今回の参院選の結

果、国民一人ひとりが憲法を考える契機となるよう期待したい。	
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